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ナイジェリア・イボ社会における同郷団体と祭りの再生 
―オジ・エジニヒテ文化祭を中心に― 
 
松本尚之 
 
 
Ⅰ．はじめに 
 
 本稿では、ナイジェリア南東部、ンビセ[Mbaise]地方で毎年行われる祭りを事例として、現代のイ
ボ社会で行われる祭りの役割を、それを運営する組織との関係から考察する。 
ンビセ地方はイモ州内に位置し、３つの地方行政区[Local Government Area]からなる。それら地
方行政区の一つであるエジニヒテ[Ezinihitte]では、毎年１月１日にオジ・エジニヒテ文化祭[Oji 
Ezinihitte Cultural Festival]という大きな祭りが開催される。もともとこの祭りは、土着の信仰と結
びついた儀礼であったが、キリスト教の浸透と共に、異端信仰の一つとして廃止された。しかし現在
では、ダンスコンテストを中心とした娯楽性の強い祭りとして復活を遂げている。こうした変化の背
景には、祭りを運営する組織、Ezinihitte Development Association（以下、EDAと略）の存在があ
る。 
 EDA は、居住地にかかわらず、エジニヒテ出身者すべてをそのメンバーとして想定し、エジニヒ
テの団結と発展を活動目的とした自助組織である。成員権が出身地[place of origin] によって決まる
という点において、EDAは一種の同郷団体といえる。 
 同郷団体が行う様々な活動の中には、郷里における新たな祭りの創造や伝統的な祭りの復興がある。
オジ・エジニヒテ文化祭は、エジニヒテに伝わる土着の信仰と結びつくことによって、その「伝統性」
が強調される一方で、EDA によって運営されることによって、新たな役割が付与されている。以下
では、同郷団体の介入を通して、イボ社会の「伝統的」な儀礼の一つがどの様な変化を遂げたのか、
また祭りの運営は、同郷団体の活動として、どのような役割を担っているのか、という問いに対して
考察を加えたい。 
 
Ⅱ．エジニヒテ及びＥＤＡの概括 
 
（１）ンビセとエジニヒテ 
 ンビセ地方は、面積にしておよそ422km2の地域である。人口は、1991年のセンサスで303992人、
人口密度は約720人/km2で、ナイジェリアの中でも人口密度が高い。行政的には、アボ 
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＝ンビセ、アヒアラ＝ンビセ及びエジニヒテの３つの地方行政区からなる。 
 ンビセとは、イボ語で「５つの村」を意味する。もともとは植民地行政下の地理的単位で、1941
年に５つの原住民裁判所[Native Court]が地方行政の単位として一つに合併したことに由来する。「ン
ビセ」という名称もその際に生まれた名で、それ以前、この地域と隣接した他の地域とを明確に分か
つような社会的な絆が存在したわけではない。 
 エジニヒテは、ンビセの中でも東方に位置し、16の下位集団からなる。イボ語には、この下位集団
に限定的に用いることが可能な言葉が存在しない。「ンバ[mba]」や「オボド[obodo]」など地方集団
を表す言葉は、小さな集落から一つの国まで、用いられるコンテクストによって指し示す単位が変化
する(Ardener 1959:117; Green 1964[1947]:17)。そのため本稿では過去の人類学者に習い、これら下
位集団を「村落集団[village-group]」という言葉を用いて記述する。 
 村落集団はいくつかの村落の集まりであり、一つの市場を中心に四方に広がる村々は共同でその守
護精霊の祭祀を行ってきた。エジニヒテの 16 の村落集団の始祖たちは、系譜的な結びつきを持つと
信じられており、エジニヒテの始祖アビアマ[Abiama]の子孫であると言われている。 
 エジニヒテが英国の植民地下に置かれたのは、1900年代のことである。1906年に一人の英国医師
が殺害されたことをきっかけとして、英国軍が遠征隊をエジニヒテ北端の村落集団、オニチャに送っ
た。この戦争を契機として、1909年には、現在のイモ周南西部にングルとオパラの２つの原住民裁判
所が置かれ、エジニヒテの村落集団はそれぞれ、この２つの裁判所どちらかの管轄下に置かれること
となった。 
 だが1929年に、イボランドにおいてアバ女性暴動と呼ばれる大規模な暴動が起こり、植民地行政
のあり方に不満を持った住民たちによって、ングル及びオパラ裁判所も焼き討ちにあった。その結果、
1930年代には植民地行政の見直しが行われ、1933年には新たにエジニヒテ原住民裁判所が設立され
た。しかし、エジニヒテ裁判所の管轄となったのはエジニヒテの16の村落集団の内13のみで、残り
の３つの村落集団は行政的な便宜から隣のアバジャ原住民裁判所の管轄区に組み込まれた。 
 1989年に創設されたエジニヒテ地方行政区は、このエジニヒテ原住民裁判所の管轄区と範囲を同じ
くする。そのため、アバジャ裁判所の管轄区となった３つの村落集団は含まれていない。 
 
（２）Ezinihitte Development Association 
Ezinihitte Development Associationは、旧エジニヒテ裁判所管轄区（現在のエジニヒテ地方行政
区）1を出身地[place of origin]とする人々が運営するエジニヒテの団結と発展を目的とする自助組織で 
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1 EDAは、その前身団体であるオニェアガラ・ンワンネヤの時代から、エジニヒテではなくアバジャ原住民裁判
所の管轄となった３つの村落集団の人々にも、団体への参加を呼びかけてきた。しかし３つの村落集団の人々は、
団体及び団体が開催するオジ・文化祭への参加を拒否してきた。 
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ある。ナイジェリア各地で生活を送るエジニヒテ出身者たちは、居住地における相互援助やエジニヒ
テの発展を目的とした様々な同郷団体を設立した。EDA は、これら多数の同郷団体を束ねる「統轄
団体[umbrella organization, apex organization]という位置づけにある。 
 「統轄団体」として EDAは、エジニヒテ出身者すべてをそのメンバーとして想定している。個々
人の居住地は問題とされず、また本人に参加の意思があるかないかが問われるわけでもなく、すべて
のエジニヒテ出身者をメンバーとして見なしている。EDA は、エジニヒテの代表として政府との交
渉に当たったり、村落集団間の問題を仲裁したり、各村落集団に自助開発を奨励したりする。EDA
の実質的な活動は、役員を中心に、活動内容に合わせて随時設置される下部委員会によって行われる。
下部委員会のメンバーは、役員が各村落集団から任命する。 
 エジニヒテが EDAという統轄団体を持つように、各々の村落集団のレベルにもまた、同じ村落出
身者が組織する同郷団体と、それらを統括する団体という二重構造がみられる。これら村落集団レベ
ルの統括団体は、一般にタウンユニオンと呼ばれ、村落集団内に井戸を掘ったり、電気を通したり、
また公民館を建設したりと草の根レベルの自助活動を行っている。EDA は、エジニヒテ内の村落集
団のタウンユニオンを傘下に置き、年会費を徴収している。EDA が集会を開く際には、各タウンユ
ニオンの役員が村落集団の代表として集会に参加する。また、ナイジェリア各地に存在するエジニヒ
テ出身者の同郷団体も加盟団体として傘下に置いている。 
 同郷団体としての EDA は、古い歴史を持つ。EDA の前身団体であるオニェアガラ・ンワンネヤ
[Onyeaghala Nwanneya]は、1937年に設立された。「オニェアガラ・ンワンネヤ」は、イボ語で「兄
弟を見捨てるな」を意味する常套句である。この前身団体は、各地に設立された同じ名前の団体が互
いを支部[branch]とみなすことで連合体を構成した。1967年に起きたナイジェリア内戦（ビアフラ戦
争）に際して、オニェアガラ・ンワンネヤは解体した。そして戦後の1973年に、新たにEDAが「統
括団体」として誕生した。中心となったのは、過去に中等学校の校長職を務めたエジニヒテ出身者た
ちの結社、Ezinihite Indigenous Head Masters Clubのメンバーたちであった。クラブが集会を開い
た際、前身団体であるオニェアガラ・ンワンネヤの元役員たちは、戦争が終わったばかりであり時期
尚早であると、EDA の設立には否定的であったといわれており、その設立に積極的に参加すること
はなかった。しかし、EDAの役員を含めたエジニヒテの人々は、1973年の出来事を、団体の「新設」
ではなく「復活」あるいは「再生」として捉えており、EDA とオニェアガラ・ンワンネヤとの間の
連続性を主張する。EDAは現在、「オニェアガラ・ンワンネヤ」という前身団体の名称を、組織の標
語として用いている。 
 「統轄団体」の位置づけにある EDAではあるが、実際には多くの問題を抱えている。現在では、
役員会も半ば形骸化し、EDA の活動は現会長と総書記が必要に応じて各村落集団から代表を選び、
臨時委員会を設立することで行われている。その背景には、エジニヒテレベルの同郷団体に対する人  々
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の関心が薄れてきていることがある。 
 表2-1は、ナイジェリアの４つの都市におけるエジニヒテレベルとンビセレベルの同郷団体の数を
記載したものである。表にあるとおり、エジニヒテレベルの同郷団体の数はンビセレベルのそれと比
べると少ない。内戦以前、オニェアガラ・ンワンネヤはこれら４つの都市に一つずつ支部を持ってい
た。しかし現在では、オウェリの様に、エジニヒテレベルの同郷団体が存在しない都市もある。 
 
 
 ラゴス オウェリ アバ ﾎﾟｰﾄ･ﾊﾙｺｰﾄ 
ンビセ出身者の団体 3 3 2 3 
エジニヒテ出身者の団体 3 0 1 1 
 
表 2-1：ナイジェリアの４つの都市におけるンビセ及びエジニヒテ出身者を対象とした
同郷団体の数 
注１）エジニヒテ出身者の団体の内、ラゴスの団体の一つとポート・ハルコートの
団体は同じ団体の分会。 
注２）村落集団レベルに関しては一般に、各都市に一つ、タウンユニオンの支部[ブ
ランチ]が存在する。 
  
 
人々の関心が薄れてきた理由については、第一に、1989年にエジニヒテ地方行政区が設立したこと
によって、地方政府がエジニヒテの開発を行う役割を担うようになり、EDA の存在意義が薄れたこ
とが挙げられる。そして第二に、エジニヒテレベルよりも村落集団レベルの同郷団体の重要性が増し
たことがある。2000年にはEDAの運営のあり方に批判の声があがり、その再編成が行われることに
なった。 
にもかかわらず、EDA は完全に消滅することなく、存在し続けてきた。ンビセの３つの地方行政
区、あるいは５つの旧原住民裁判所の管轄区のなかで、統轄団体が存在するのは現在、エジニヒテの
みである。半ば形骸化しながらも EDAに持続性が与えられている理由の一つは、彼らの指揮の下、
毎年エジニヒテで開かれるオジ・エジニヒテ文化祭の存在がある。 
 
Ⅲ．オジ・エジニヒテ文化祭の起源と歴史的な変遷 
 
（１）歴史的な変遷 
オジ・エジニヒテ文化祭はもともと、エジニヒテの始祖アビアマが崇めた神、「チュク＝アビアマ
[Chukwu Abiama]」に、毎年の収穫と子孫の繁栄の謝意を表すために行われた儀礼であったと言われ 
 4
松本 ナイジェリア・イボ社会における同郷団体と祭りの再生 
 
ている。収穫の終わった後、エジニヒテに点在する様々な神を崇める祀堂を管理していた僧侶たちや、
各村落集団の長老たちが、村落集団の一つ、オバアマ・ナ・ウムナマに集まった。彼らは、村落集団
の市場オリウク2にあるチュク＝アビアマの祀堂[Ihu Chukwu Abiama]において、供犠を行った。儀
礼においては、パームワインが大地に注がれるとともに、小さく割ったオジ[oji]（コーラナッツ）が
まかれた。ヤギや羊は、それらの血を大地に注いだ後、肉が村落集団毎に分配された。同時に、オジ
及びオファラ[Ufara]（チョーク）3も分配され、人々は各々の村落集団に持ち帰った。 
 20世紀初頭、エジニヒテの地にキリスト教が普及し始めると、土着の信仰と結びついたチュク＝ア
ビアマの儀礼は、偶像崇拝の一つと見なされるようになった。キリスト教に改宗した人々は、チュク
＝アビアマの祀堂を取り壊し、その結果、儀礼は廃止された。 
 1952年、国家独立に先立つ地方自治の開始と共に、エジニヒテ裁判所の管轄区は東、中央、西の３
つに分割され、地方議会が置かれることとなった。こうした行政的な分割に対して、EDA の前身団
体、オニェアガラ・ンワンネヤの役員たちは、エジニヒテの人々の絆を維持するための祭りとして、
チュク＝アビアマの儀礼を復活させることを考えた。ンビセ地方で多数派を占めるカソリック教会と
話し合いを行った結果、土着信仰と結びついた儀礼的側面を排除するという条件つきで、教会はチュ
ク＝アビアマの儀礼の復活を認めた。こうしてチュク＝アビアマの儀礼は、オジ・エジニヒテ文化祭
と名を変えて再生した。しかしこの過程で、植民地行政の便宜的理由からアバジャ原住民裁判所の管
轄に組み込まれた３つの村落集団は、オジ・エジニヒテ文化祭への参加を拒否した。 
 チュク＝アビアマ信仰との結びつきを排除するという条件によって、儀礼は大きく様変わりするこ
ととなった。それまで開催地はオバアマ・ナ・ウムナマにある祀堂が用いられていたが、それにかわ
ってエジニヒテの各村落集団が持ち回りで祭りを主催することになった。また開催日も、農耕サイク
ルと結びついた日程ではなく、多くの人々が帰郷するクリスマス休暇に合わせて１月１日に固定され、
新年を祝う祭りとなった。さらに、供物を捧げるなどの儀礼的側面は完全に取り除かれ、オジ及びオ
ファラを各村落集団の代表が受け取るという行為が中心となった。 
 オニェアガラ・ンワンネヤの指揮のもと、第一回のオジ・エジニヒテ文化祭は1953年にオバアマ・
ナ・ウムナマで行われ、その後も13の村落集団が順々に主催していくこととなった。しかし1960年
代にはエジニヒテ西の村落集団らが、差別的待遇を理由として祭りをボイコットするという事件が起 
                                                        
2 イボ社会の暦は４日あるいは８日を一週間としており、ンビセ地方では８日制が用いられている。この市場は八
日市であり、開催される曜日の名を取って、オリウクと呼ばれた。市場や集会の名称に、開催曜日の名を用いるこ
とは、イボランドに広く見られる。 
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3 オファラは黒みがかった石で、カルシウムを含むと考えられている。「オファラ」はエジニヒテの方言で、イボ
語では一般に「ンズ[nzu]」と呼ばれている。人々は、これに対して「チョーク」と英語で訳をあてる。過去の民
族史においては、「チョーク」あるいは「粘土」と訳されている。これが、鉱物学上でいう「チョーク（白亜：白
墨の原料）」に相当するものであるかどうかは、調査者には判別できなかった。 
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きた4。1966 年にはエジニヒテ西の村落集団らと残りの村落集団らの間に和解が成立したが、ナイジ
ェリア内戦（ビアフラ戦争）の勃発によって、祭りが再開されることはなかった。 
 そして内戦後の 1973年に EDAが設立されると、それに併せてオジ・エジニヒテ文化祭も再開さ
れることとなった。2002年現在、1953年の復活から通して、各村落集団の持ち回りによるオジ・エ
ジニヒテ文化祭は３周目を終えようとしている。 
 
（２）コーラナッツとチョーク 
 オジ文化祭という名称からも明らかなように、現在行われている祭りにおいてオジ（コーラナッツ）
とオファラ（チョーク）は中心的な役割を果たしている。EDAの総書記は2002年のオジ文化祭にお
ける挨拶で、祭りにおけるコーラナッツとチョークの重要性を次のように語った。 
 
 この儀礼（チュク＝アビアマの儀礼）はまた、我々の文化的遺産や団結を祝い、相互
愛や誠実さ、正義、兄弟愛、歓待―エジニヒテ・オニェアガラ・ンワンネヤ―といった
神聖な価値観に対して改めて我々自身を捧げるための一つの機会やフォーラムを提供し
ていた。 
 オジとオファラほど、我々のこうした神聖な文化的価値観を、雄弁に象徴するものは
ない。 
 
 EDA の前身団体がチュク＝アビアマの儀礼を復活させようとした際、儀礼の宗教的な基盤は完全
に取り払われる必要があった。そのため今日では、チュク＝アビアマの儀礼は神と人との間を確認す
る場であったと同時に、エジニヒテの人々の団結力を高める場であったことが強調されている。そし
て、コーラナッツとチョークは、エジニヒテの「神聖な文化的価値観」を象徴するものとして位置づ
けられ、オジ文化祭では、集まった村落集団の代表が順々にコーラナッツとチョークを受け取るとい
う過程が中心となった。現在では、この過程が各村落集団対抗のダンスコンテストとして行われてい
る。 
コーラナッツは、コーラ飲料の原料でもあり、ナイジェリアの主要産品の一つである。イボ人たち
にとって、コーラナッツは「歓待」を象徴し、特に「コーラナッツを割る[Iwaoji]」という儀礼は、個々
人が家に来客を迎える際や、地方集団が祝い事や祭りに人々を招待する際、あるいは村々の代表を集
めた集会の席など、様々な機会に行われる。 
「コーラナッツを割る」儀礼では、招き手が用意したコーラナッツは皿に入れられ、来客の間を順  々
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4 その背景には、エジニヒテ初の水道計画が、エジニヒテ東部のオビジに誘致されたことがあるという。オビジは
当時、東部州政府において大臣の地位にあった議員の出身地であった。 
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に回される。少人数の集まりの場合には、若い者から年長者へと手渡されていく。大人数の場合や、
祝い事や集会の場合には、コーラナッツは招き手の出身地との距離が近い順に、参加者の村落集団や
州の名前が順繰りに呼ばれる。呼び上げられた地名からの出身者がいる場合、その中の一人が代表と
してコーラナッツを手にする5。客の間を廻された後、コーラナッツは最年長者あるいは招き手に渡り、
祈りが捧げられる。その後、コーラナッツは人数分に割られ、人々は一欠片ずつ手に取り口にする。
コーラナッツが参加者の間を順々に廻されることによって、個々人、あるいは地方集団間の社会的関
係が毎回、確認されることになる。また、祝い事や祭りの場では、各地方集団の名前が順に呼ばれる
ことで、社会的関係の確認と同時に、出席簿の代わりを果たしている。 
 エジニヒテを含めたイボランド全土において、コーラナッツは重要な文化的シンボルと見なされて
いる。コーラナッツは、コーラ[cola nitida]やヒメコーラ[cola acuminate]の種子であり、イボ人は前
者をオジ・アウサ[oji awusa]、後者をオジ・イボ[oji igbo]と呼ぶ。その名称からもわかるとおり、彼
らはオジ・イボ（ヒメコーラ）の実こそが真のコーラナッツであると考えている。オジ・イボは手に
入りにくく値段も高いため、オジ・アウサが一般に出回っている。しかし現在でも、婚資の支払いな
どの重要な機会には、オジ・イボを用いることが要求される。また色や子葉の数も重要な要素とされ、
特に白いコーラナッツはオジ・ウゴ[oji ugo]6と呼ばれ、来客の際オジ・ウゴを出すことは、客に対す
る最高の歓迎であるという(Uchendu 1965:74-5; Dike 1985:166)。 
イボ人は、ナイジェリアの三大民族の一つとして位置づけられているが、他の二大民族との関係か
ら、「ヨルバ人はコーラナッツを作り、ハウサ人はコーラナッツを食べ、イボ人はコーラナッツを崇め
る」という言い回しも存在する。前述したコーラナッツの名称であるオジ・アウサの「アウサ」も、
「ハウサ」がなまったもので、ナイジェリアでは一般にハウサ人がコーラナッツの交易を行っていた
ことに由来する。 
一方、オファラは、イボ社会において占いや結社への加入儀礼において塗料として用いられる。ま
た、カルシウムを含むことから、妊婦が食べると良いとされている(Meek 1937:285-292; Dike 
1985:102-5)。 
前述したように、エジニヒテを含めたンビセ地方はナイジェリアの中でも人口密度の高い地域であ
る。10人の子を産んだ女性を祝うエグウク[eghu ukwu]と呼ばれる儀礼も存在し、多産をよしとする 
                                                        
5 例えば、エジニヒテ内の村落集団の一つ、イトゥで何か催し物がある場合、司会は《イトゥ内の村々》→《エジ
ニヒテ内の他の村落集団》→《ンビセ内の他の２の地方行政区》→《イモ州内の他地域》→《ナイジェリア南東部
の他州》の名前を順々に呼んでいく。出身者がいない場合、時にはその地で生活を送っている者が代わりにコーラ
ナッツを手にする場合もある。どれくらい遠方から参加者がいるかについては、主催者側もある程度の見当がつい
ている。そのため、司会はどこまで名前を呼ぶ必要があるかも半ば予想ができる。筆者が参加していた場合には、
ナイジェリアを超え、《アフリカ》→《ヨーロッパ》→《アジア》と呼び続ける場合もあった。こうした過程には、
出席者を確認すると同時に、主催者のコネクションの広さを顕示する意図がある。 
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6 ウゴ[ugo]は、鷲を意味し、イボ社会では美しいものの象徴である。 
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文化があった。エジニヒテの人々も、チョークは妊婦に良いと考えており、妊婦たちはチョークのか
けらをなめたり、スープの中に入れたりする。オジ文化祭において、チョークがコーラナッツと共に
用いられる背景には、こうした多産や豊穣との象徴的な結びつきが考えられる。 
 
Ⅳ．2002年のオジ・エジニヒテ文化祭の描写 
 
 以下、この節では、筆者が参加し、見ることができた 2002年のオジ文化祭の過程を記述する。オ
ジ文化祭のメインイベントは１月１日であるが、前日の 2001年 12月 31日にも前夜祭としていく
つかのプログラムが組まれていた（表
4-1）。 
 2002年度の祭りは、村落集団の一つ、
オビジが主催した。オビジは、祭りの持
ち回り制において、エジニヒテの 13 の
村落集団のうち 12 番目にあたる。祭り
の準備は、EDA の現会長及び総書記が
各村落集団から一人ずつ選んだ代表（以
下、EDA の代表と略）と、オビジのタ
ウンユニオンの役員を中心としたオビジ
側の準備委員会（以下、オビジの準備委
員会と略）が中心となって行った。実際
には、ほとんどの準備は主催する村落集
団が行い、EDA の代表は定期的な報告
を聞き、いくつかの注文をつける程度で
ある。 
 EDA の代表及びオビジの準備委員会
の他に、祭りにおいて中心的な役割を果
たした存在としてエジニヒテのエゼたち
がいる。エゼ[eze]（英語では kingある
いは traditional ruler と訳されるのが
通例）は、州の法令に基づき、地方集団の代表としての役割を与えられた存在である。エゼは、「自律
的共同体[autonomous community]」と呼ばれる行政単位毎に選ばれる。この単位は、村落集団とお
おむね一致するが、なかにはエゼの選出をめぐる対立によって１つの村落集団が複数の自律的共同体 
2001年12月31日（午後３時～午後７時） 
EDAの代表及びオビジの準備委員会が集合 
オバオジの受け取り（於：オビジとウドの境界） 
EDAの代表によるオビジの自助活動の視察 
オバオジがエゼ宅に到着 
2002年１月１日（午後２時～午後７時） 
VIPたちの入場 
コーラナッツの木の植樹 
オビジのエゼ、地方議会のチェアマンの挨拶 
オバオジの入場 
アビア州知事によるチョークへの入刀 
ダンスグループ２組による踊りの披露 
ダンスコンテストの優勝カップの入場 
ダンスコンテスト 
EDAの総書記からの挨拶 
イモ州知事の挨拶 
ダンスコンテストの結果発表 
表4-1：2002年オジ文化祭のプログラム 
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に別れているようなところもある。エジニヒテの村落集団の中では、チュク＝アビアマの儀礼の開催
場所でもあったオバアマ・ナ・ウムナマと、オビジの隣のエジウドが、２つの自律的共同体に分かれ
各々独自のエゼを持つ。 
 
（１）2001年12月31日 
 午後３時頃、オビジのタウンユニオンの会長宅に集まった EDA の代表とオビジの準備委員会の
面々が、それぞれの車に分乗し、前年の祭りを主催した村落集団、ウドとの境界へと向かった。境界
ではすでにウドの代表たちが待っており、車から降りた一行は、同行したダンスグループを連れ立っ
て彼らのもとへと歩み寄った。ここでは前年度の祭りを主催したウドからオビジへと、祭りに使う機
材の受け渡しが行われた。 
 機材は、コー ラナッツを入れるオバオジ[oba oji]と呼ばれる大きな器と音響機材である。現在、オ
ジ文化祭で用いられているオバオジは、1985年にラゴスで活動を行っているEDAの加盟団体の一つ、
Ezinihitte Heritage Clubから送られたものである。全長80㎝はある大きな木製の器で、表面には彫
刻が施してある。一方、音響機材も、ラゴスで活動を行っている別の加盟団体が 1996年に寄贈した
ものである。オビジの準備委員会は、これら機材を受け取ると、山羊一頭、ビール１ダース、蒸留酒
１ビンを返礼としてウドの代表に渡した。 
 オバオジを受け取った後、EDA の代表とオビジの準備委員会の面々は、オビジ内の各所を車でま
わった。これは、前回祭りを主催した 1987年からこの年までに、オビジの人々が村落集団の発展の
ために行った自助活動を、EDA の代表たちが視察するためである。今回は村落集団に新たに建てら
れた集会場や中央市場の３階建ての建物が視察の対象となった。 
 視察の後、一行は翌日に祭りの会場となる広場を訪れ、準備の確認を行った。そして、オバオジを
受け取ったことをオビジのエゼに報告に向かった。 
 エゼのパレスには、多くの人々がひしめき合っていた。近隣の家々から来たやじ馬の他、いくつか
のダンスグループが思い思いに演奏や踊りを披露していた。一行がオバオジの到着を報告すると、オ
ビジのエゼはオバオジと音響機材の載った軽トラックのもとに行き、祈りを捧げた。 
 以上がオジ文化祭の前夜に行われる過程で、すべてが終わった頃には午後７時をすぎていた。 
 
（２）2002年１月１日 
 年が明けて１月１日。オジ・エジニヒテ文化祭の開催である。予定では 12 時から開催とあるが、
１時を過ぎてもまだ人影はまばらであった。会場には 28 張りものテントが据えられており、祭りの
盛大さが伺えた。 
 １時半を過ぎると観客も混み合い始めてきた。テントの後ろでは、物売りたちが飲み物や菓子を売 
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っていた。徐々に、VIPやエジニヒテの各村落集団のエゼたちの乗った車が砂埃をあげ、エンジンを
吹かし騒々しい音をたてながら入場してきた。彼らは正面テント前に車を止めると、用意されたそれ
ぞれの席についた。司会は、彼らが到着するたびに彼らの名前と地位を呼び上げた。2002年の祭りの
主賓は、イモ州知事と隣のリヴァース州知事であった。またアビア州知事の代理も出席した。前年度
の祭りには、大統領の代理も参加したという。こうした祭りは、EDA の役員や主催する村落集団の
指導者たちにとって、みずからのコネクションを人々に披露する機会となっている。オビジでは、オ
ジ文化祭の直前まで、エゼの人事をめぐって２人の候補者と彼らを支持する人々が対立していた。今
回、祭りに出席したリヴァース州知事は、オビジのエゼの娘婿にあたり、争奪戦に勝利したばかりの
エゼが自分の影響力を人々に見せるために招いたと噂されていた。 
 午後２時を過ぎた頃には、VIPのほとんどが席に着き、彼らの紹介も終わっていた。正面に置かれ
た８つのテントには、彼らVIPとエゼたち、さらに EDAの代表と地方役場の関係者が座っていた。
エジニヒテの各村落集団に一つずつテントが用意されているほか、EDA の系列団体３つとオビジの
社交クラブ２つのためにテントが設営されていた。加えて、2003年の州知事選挙に出馬が噂されてい
たンビセ出身の政治家のためのテントが一つあった。これらテントはすでに人々で埋まっており、テ
ントの後ろも立ち見客で混み合っていた。 
 VIPの紹介が一段落したところで、祭りの開催を記念してコーラの木の植樹が行われた。苗木を持
ったオビジの代表と共に、EDA の役員がダンスグループ一組を従えて会場を後にした。会場の裏手
には、あらかじめ植樹のために穴が掘られており、一行は苗木をその穴に埋めて、再び会場へと戻っ
た。 
 オビジのエゼ及び地方議会のチェアマンが挨拶を行った後、オビジのタイトル保持者によって、オ
バオジが会場に運び込まれた。オバオジは正面に据えられたテーブルに置かれ、中からコーラナッツ
を入れる器[okwa oji]が13個取り出された。続いて、別のテーブルの上に、チョークの固まりが準備
された。そしてナイフが用意され、ケーキカットの要領で、主賓の一人であるリヴァース州知事がチ
ョークに切り口を入れた。その後、オビジの準備委員が 13 コのカップの中にコーラナッツとチョー
クを詰めていく間に、会場の中央では、オビジのダンスグループ２組によるダンスが披露された。 
 続いて、EDAの系列団体の一つ、Ezinihitte Social Clubのメンバーたちによって、ダンスコンテ
ストの優勝カップが会場に運び込まれた。Ezinihitte Social Clubは、ナイジェリア各地に５つの分会
を持つ社交クラブである。優勝カップは、1984年に彼らがEDAに寄附したものである。審査員も社
交クラブのメンバーが行い、１位から３位の村落集団には彼らが賞金を出す。会場には日よけ付きの
高台が用意されており、その上に審査員たちのためにテーブルと椅子が置かれていた。社交クラブか
ら選ばれた審査員たちがそれら席に座ると、いよいよメインプログラムであるダンスコンテストの始
まりである。 
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 ダンスコンテストは、各村落集団対抗のかたちで行われた。踊り手は、エゼが授与したタイトルを
保持する人々である（写真 4-1）。エゼは、自律的共同体の功労者に対してタイトル7を与えることが
できる。エゼの与えるタイトルは、現代のイボ社会において地位と名誉の象徴であり、人々の関心も
高い。オジ文化祭では、彼らタイトル保持者が、村落集団毎の踊り手を務めた。２つの自律的共同体
からなる村落集団の場合、それら２つの共同体のタイトル保持者が合同でダンスを行った。彼らはタ
イトル保持者の証である赤い帽子をかぶり、民族衣装を着て、エペの音楽に合わせて踊りながら会場
に入って来た。中には、仮面をかぶった演者を連れてくる村落集団もあった。踊り手たちは踊りなが
ら会場の正面に向かい、そこで待っているエゼたちから、コーラナッツとチョークを受け取った。受
け取る際に、各村落集団は 2000ナイラを参加費として払うことになっていた。受け取った後、タイ
トル保持者たちは、自分たちの村落集団のテントへと戻っていった。これら手順が、エジニヒテの伝
承において年長にあたる村落集団から順々に行われていった。 
 ちょうどダンスコンテストが終わりを迎えた
頃、主賓の一人であるイモ州知事が遅れて会場
に姿を現した。彼は、他のVIPがしたように、
荒々しく会場に車を乗り入れてきた。彼が正面
のテント前に止めた車から降りると、スタッフ
が用意された席へと彼を案内していった。 
 祭りのメインプログラムであるダンスコンテ
ストは終わったが、人混みは一向に減る様子は
なかった。人々は徐々に会場の中に入り込み、
正面のテントの周りへと集まり始めた。正面の
テントでは、EDA の総書記がイモ州知事に向
かうかたちで挨拶を行っていた。しかしその内容は、挨拶と言うよりは、むしろイモ州知事に対しエ
ジニヒテへの現状を訴えその改善を要求する誓願に近かった。 
 続いて、イモ州知事も用意された演台で演説を行った。彼は、就任以来の彼の業績を述べると共に、
現在エジニヒテで行われている政府事業の見直しと、新たにエジニヒテを含めたンビセ地方を廻る幹 
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7 政府の政策によって地方集団の代表としてエゼが設置される以前から、エジニヒテにはエゼジ、オコンコ等のタ
イトルが存在した。こうしたタイトルは、勲章や爵位のようなもので、それらを獲得することで、集団内での名声
を得ることができた。タイトル保持者たちは結社を組織し、タイトルを欲する者は、結社のメンバーに対して一定
の支払いを行ったり、供宴を開いたりすることによって、タイトルを授与され、結社への加入を許された。エゼ制
度の導入以降は、これらタイトルに加え、エゼが授与する権限を持ついくつかのタイトルが生まれた。王が与える
タイトルは、総じて「chieftaincy title」と呼ばれている。「chieftaincy title」はイボ社会に限らず、ナイジェリア
の他の民族にも存在し、現代のナイジェリアにおいて重要な地位と名誉の象徴となっており、人々の関心も高い
(Nwaubani 1994; Vaugham 2000)。 
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線道路の舗装を約束し、同時に幾ばくかの寄附を行った。 
 イモ州知事の演説が終わると、人々はなし崩し的に散会し始めた。人々が徐々に去っていく中、正
面のテント前では、エゼたちがダンスコンテストの結果を発表した。こうして午後７時過ぎに、オジ・
エジニヒテ文化祭は終わりを迎えた。 
 
Ⅴ．おわりに 
 
 1952年にエジニヒテが行政上、３つに分割されることになった時、EDAの前身団体、オニェアガ
ラ・ンワンネヤの役員たちは、「エジニヒテ」の「伝統的」な絆を維持するために、チュク＝アビアマ
の儀礼を復活させることを提案した。しかしカソリック教会と折り合いをつけるためにも、儀礼を支
えた宗教的な基盤は完全に取り払う必要があった。そのため儀礼は、オジとオファラという２つの象
徴的アイテムを中心に据えた祭りへと転換されて復活することとなった。 
 2002年の祭りの過程を見る限り、かつての儀礼と現在の祭りに共通するような特徴はほとんど見あ
たらない。両者の共通点は、コーラナッツとチョークという２つの文化的シンボルにのみ見いだすこ
とができる。チュク＝アビアマの儀礼においては儀礼の一過程に過ぎなかったコーラナッツとチョー
クであるが、オジ・エジニヒテ文化祭においては主要な役割を与えられているのである。 
コーラナッツとチョークの位置づけの変化は、他の２大民族との比較において、コーラナッツがイ
ボ人の民族文化を表象するものとして位置づけられるようになったことと関係があるだろう。かつて
は儀礼的アイテムの一つに過ぎなかったものが、彼らの民族表象としてその意味づけが転化されるこ
とによって、オジ・エジニヒテ文化祭は、宗教的な基盤を取り払った後も、「伝統的」な祭りとしての
正統性を得ているのである。 
 そしてオジ文化祭は、Ezinihitte Development Associationの存在によって、団体が掲げるエジニ
ヒテの団結と発展という目標と結びついた新たな役割が与えられている。Trager(2001:15-35, 
119-143)は、ナイジェリア南西部、ヨルバ社会における同郷団体の研究において、祭りの役割につい
て分析を加えている。彼女が調査を行ったイジェサ地域では、自助開発のための資金調達や移民たち
と彼らの故郷のつながりを維持するために「共同体の日[community-day]」を祝う新しい祭りが1990
年代以降、同郷団体の手によって組織されているという。またその一方で、王の戴冠式など主要な伝
統的祝典も開発やモダニティを追求するための道具としての役割を付与されているという。こうした
自助開発や集合意識の維持に関わる役割は、オジ文化祭にも見いだすことができる。 
 第一に、オジ文化祭は、エジニヒテの村落集団間の自助努力を高める役割を果たしている。祭りの
前日には、EDA の代表が、ホストの村落集団が過去に行った自助活動を視察するというプログラム
がある。EDAの代表は、各村落集団から一名ずつ選ばれており、彼ら代表は自分たちの村落集団と 
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比較しながら、自助活動の成果や村落集団の発展具合を確認することになる。エジニヒテの各村落集
団では、1970年後半には中等学校の建設が、1990年前後には電力を供給するための変圧器及び電線
の設置が、自助活動として相次いで行われている。その背景には、オジ・エジニヒテ文化祭がお互い
の村落集団の発展具合を確認する場となっていることが一因としてあるだろう。 
 第二に、オジ文化祭は、村落集団を結び付けエジニヒテとして一つの集合意識を維持する役割を果
たしている。持ち回り制による主催やダンスコンテストへの参加を通して、各村落集団は「エジニヒ
テ」を代表する祭りに主体的に参加することになる。特にダンスコンテストは、各村落集団の競争意
識を高めるというよりは、観客を楽しませるという娯楽性が強い。人々は、自分たちの村落集団の踊
り手たちを応援する一方で、他の村落集団の中でも上手なものには、歓声を上げる。祭りという一つ
の場を通して、観客たちに一体感がもたらされている。 
 そして最後に、オジ文化祭は、EDA 自体に「統轄団体」としての正統性を与える役割を果たして
いる。この点は、2002年の祭りの終わり方に端的
に現れている。祭りでは、プログラムの最後に、
EDA の総書記及びイモ州知事による挨拶が行わ
れた。メインプログラムのダンスコンテストが終
了しても人々はまだ帰る気配を見せないこと、ま
た両者の挨拶が終わるとコンテストの結果を聞く
こともせず人々が散会し始めることからも、人々
がこれらの挨拶に大きな関心を持っていることが
分かる（写真5-1）。 
 EDA 及び州知事が行う挨拶は、政治的な色合
いが強い内容となっている。同郷団体が持つ重要な役割の一つとして、地方共同体と外的社会の間の
媒介としての役割が挙げられる (Barkan, McNulty & Ayeni 1991, McNulty & Lawrence 1999)。
EDAは、オジ文化祭にイモ州知事など政府要人たちを招くことによって、エジニヒテの代表として、
彼らに様々な要求を突きつけるのである。一方、要人たちも、EDA が組織する祭りに出席すること
によって、地方共同体と接点を持ち、自分たちに対する支持を獲得するために様々な政治的パフォー
マンスを行う。 
 挨拶が行われる際には、人々が正面のテントを取り囲むようにして、両者の挨拶を聞いている。EDA
の総書記は、こうした人だかりを背に、主賓席に座る州知事に対してエジニヒテの現状を訴えるので
ある。それによって、知事ら外から来た者にとっては、統轄団体としての EDAの正統性が印象づけ
られる。一方、エジニヒテの人々も、EDA の代表たちが様々な要人を祭りに招き、かつ知事から何
らかの約束を引き出すのを目の当たりにすることによって、統轄団体としてのEDAの立場を確認す 
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るのである。 
 オジ文化祭が EDAという組織の「統轄団体」としての正統性を根拠づける場であることは、Ⅲの
（２）で抜粋した総書記の挨拶の内容にも見て取ることができる。挨拶において総書記は、チュク＝
アビアマの儀礼が人々の団結とエジニヒテの「神聖な文化的価値観」を再確認する場であったと語っ
ている。そして、オジ文化祭で中心的な役割を果たすコーラナッツとチョークがこうした価値観を象
徴することによって、過去の儀礼と現在の儀礼の結びつきが正当化される。総書記は、エジニヒテの
「神聖な文化的価値観」を総じて「エジニヒテ・オニェアガラ・ンワンネヤ」という言葉で表してい
る。EDA の標語であり、前身団体の名称でもある句を用いることで、コーラナッツとチョークと同
様に、EDAもまたエジニヒテの人々をまとめる存在であることを暗に強調しているのである。 
 この様に、現在のオジ・エジニヒテ文化祭は、地方共同体と外部社会の間に接点が生まれる場とな
っている。またそれは、エジニヒテの統轄団体である EDAを通して、エジニヒテという集合範疇が
実体化する場でもある。 
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